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 県と市町が共同でシステム調達・利用に取り組むことで、調達・導入に係る職員の事務負
担・費用負担の軽減や住民の利便性向上を目指す

○ 住民が行政手続の申請にあたって、必要書類などの判断が困難な場合があること、また市町においても住民か
らの問合せ対応が事務負担となっているという課題があった。そこで、令和２年度に、県が主導して、県内の参加
14市町（大津市、草津市、湖南市等）と課題解決のための共同研究事業を実施。
○ まずはモデル事業として、①転入届などの引っ越しの際に必要となる手続や手続に必要となる書類・窓口等を案
内するシステム（くらしの手続ガイド）、②申請書等を電子データで作成し、そのままオンライン申請できるシステム
（汎用電子申請システム）の試験運用を実施（令和２年10月１日～）。
○ 県内３市における試験運用後、令和3年度は県および参加14市町の一部で共同調達に取りかかり、住民に
とって統一的で使いやすい手続のインターフェイスを構築するとともに、ワンストップでの行政手続を可能とする。

概要
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４（２） 行政手続のオンライン化（ステップ３）

事例：市町との共同による行政手続オンライン化システムの導入 【滋賀県】

【参考情報】 人口：142.1万人、関連ＵＲＬ： https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kurashi/ict/317607.html
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